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スピーチロック０（ゼロ）を目指して
－研修会とアンケート調査による職員の意識改革－

発 表 者 金尾 麻衣 （広島県：公立みつぎ総合病院 特別養護老人ホーム「ふれあい」）

共同研究者 宗岡 賢一

平成２５年度から神通川プロジェクトの成功を

きっかけに、富山大学では医学部５年生全員が

当院を含めた５病院で地域医療実習を行うカリ

キュラムとなりました。

"N

• ���Ý#�1@i��s���é�:;
j%t�:v�!¦Pi©]��
��s�
��OÒ�`aPâY¼��s"Ñ�j*>
"t�xv
g��]he� ���*

• H¡j*�
�ç�j*�>"�y
�5
­i�]� ��]*

結語です。実習の成果は良好であり、学生たち

は地域医療への関心と興味を深めることにな

り、大学と当院の連携も強化されて、将来の医

師確保への展望につながる事業と思われまし

た。しかし指導医師として常勤医師の確保は喫

緊の課題であると思われます。
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はじめに高齢者のケアの歴史の中で、問題対応

型ケアの時代に、「魔の３ロック」という言葉が

ある。現在、当施設においては、フィジカルロッ

ク（身体拘束）は、福祉機器・福祉用具・ケア

の工夫で廃止し、ドラックロック（薬物拘束）

も、行っていない状況にある。しかし、「待って

下さい」・「しないで下さい」等の、スピーチロッ

ク（言葉の拘束）に関しては、日々の介護業務

の中で無意識に使われていることに気づく。現
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在の生活支援型ケアでは、不適切な対応である

と共に、その利用者の行動を抑制することにつ

ながっている。そこで、全介護職員に、スピー

チロックについてアンケート調査を行い、意識

改革に向けての取り組みと、その後の意識の比

較を行ったので報告する。
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活動内容の実践研修会の内容はスピーチロック

とはから始まり、具体的な例を表記した。次に

どんな時に使用しているか、言葉の抑制をなく

すためには等を４回に分けて行った。研修会終

了後、スピーチロックを念頭に置き、意識して

業務にあたり、１日の業務終了時に個別に感想・

反省を１週間記録することを２回繰り返し実施

した。
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（アンケート調査の内容についてスライド参照）
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結果項目１について 知っていた４３％ 聞いた

ことはあるが意味は分からない２３％ 知らな

かった５１％

項目２について 頻回に使っている １回目３２

％ ２回目３１％

「以下の項目から１回目２回目を省略する。」

時々使ってしまう ２％から６％

言ってはいけないことは分かっているがやむを

得ず使っている ３９％から３４％

ほとんど使っていない ７％から６％

項目３について 不可能である １０％から１７％

なくしていきたいが難しい ５１％から４９％

代わりの言葉を使い、ケアのあり方を見直す工

夫で、０に近づけることは可能 ３９％から３４％
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項目４について 心が痛むやめて欲しい ３２％

から２６％

気にはなるが指摘出来ていない ５９％から６９％

気にならない １０％から６％

項目５について ぜひ取り組みたい ３４％から

２０％
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施設として取り組むなら行う ５６％から５７％

意味はあると思うが実際は難しい ７％から２０

％

なぜ取り組むのか意味が分からない ２％から

３％

項目６について やめて欲しい ３７％から３４％

気になるが仕方ない ６１％から６３％

気にならない ２％から３％
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感想・反省の記録内容「焦ったり、忙しくなっ

てくるとスピーチロックしていた。」「無意識に

使ってしまう。」「職員が少なかったり、難しい時

間帯などでスピーチロックをしないようにとい

うのは不可能だと思う。」
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「心掛けてみたが無理だった。」「意識していても

つい言ってしまう。」など率直な意見もある中、

「否定形ではなく依頼型で話しかけ行えた。」「一

呼吸おくようにしてみた。」「ゆとりを持って業務

することでスピーチロックを意識して出来た。」

「今後も意識して臨みたい。」など前向きな意見も

あった。
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現在、代替の言葉かけの事例を皆で考え、各ユ

ニットにポスターとして貼り出し視覚面でも意

識づけしていけるように取り組んでいる。
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考察退職者や産休などで、１回目と２回目のア

ンケート調査の対象職員の人数に違いがある

が、２回目のアンケート調査で「不可能である」

が増え、「ぜひ取り組みたい」という意見が減少

という結果となる。理由としては、「実践した

がやはり難しい。」という状況が見えてきた結果

ではないかと考える。言葉使いは、利用者の尊

厳を守るべき立場にある介護施設の接遇面から

の視点を合わせ持っている根幹となる課題と考

える。今回、職員全員に研修を行い、アンケー

ト調査や日々の自分の言動の振り返りを記録し

てもらったことにより、以前に比べて言葉使い

に関して意識できるようになったのではないか

と考える。日常業務中、「待つ」という状況は必

ず起こる。そのような時には、待って頂く理由

を説明し、待って頂いた時は謝罪の声かけを心

がける。また、命令・否定型の言葉の代わりに、
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自治体病院に勤務する看護師の精神的健康に影響する要因

発 表 者 川田 理恵 （高知県：本山町立国保嶺北中央病院）

共同研究者 石田 三記、美馬 かりん、西岡 京子、杉本 加代

肯定・依頼型の言葉を使う等、丁寧でかつ、双

方のコミュニケーションが成り立てばスピーチ

ロックには当たらないと考える。また、コミュ

ニケーションが困難な高齢・重度化・認知症ケ

アでは、さまざまな課題と向き合っている状況

下にあるが、どのような状況においても個人の

尊厳を大切にする意識は重要である。

終わりに時間に追われたり、忙しい状況の中で

余裕がなく、つい無意識のうちに習慣となって

しまった言葉使いや、言葉かけを急に変えてい

くのは容易ではないかもしれない。しかし、「解っ

てはいるが実際は難しい」という意識から、一

歩踏み出し「まずはやってみる」という行動が

必要であり、その行動を意識して繰り返すこと

を継続したいと思う。
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【タイトル】
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【はじめに】

自治体病院の看護師は地域医療を支える重要

な役割を担っています。同時に、看護師は物理

的にも人的にもストレスフルな職業です。住民

によりよい地域医療を提供するには、まず看護

師自身のストレスをマネージメントすることが

重要であると考えます。
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【研究目的】

本研究の目的は、A県内の自治体病院に勤務

する看護師の精神的健康に影響する要因を明ら

かにすることです。
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